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富士山太郎坊御殿場口駐車場付近の溶岩について

山 本 玄 珠*・北 垣 俊 明**・輿 水 達 司***

１．はじめに

富士山太郎坊御殿場登山口は，富士山南東部に位置（図1）し，宝永山や二ツ塚のスコリアなどが

厚く堆積する場である（図2）．富士山南部においては，西側では溶岩分布が主で，東側ではテフラの

分布が主となっているためか，この太郎坊御殿場登山口や近隣の幕岩では富士山南東部の溶岩とテフ

ラの関係が観察でき，この関係を検討した宮地（1988）にしばしば論拠として登場するなど，富士山

南東部の溶岩とテフラの関係を考えるのには重要な場である．この御殿場登山口の露頭を報告した

（Miyaji et al., 1992；宮地, 1998）では，最下部

にある溶岩を津屋（1968, 1971）の溶岩の三島

溶岩に対比した。しかし，対比した溶岩もその

詳細を検討していなかったためか，上杉・大下

（2003）山本（2006a）が溶岩に対して疑問を提

示した．そこで本稿では，これらの問題を解決

するため，第1歩として溶岩の詳細を検討した

のでここに報告する．

２．調査地域周辺の地質概説

富士山南東麓は，南西に愛鷹火山，東に箱根

火山が分布し，北に足柄層群や駿河礫層などが

分布している．富士火山は一連の津屋（1968,

1971）の研究によって，泥流堆積物を主体とす

る古富士火山と溶岩などを主体とする新富士火

山に区分され，さらに新富士火山は旧期，中期，

新期に細分化されている．宮地（1988）ではこの

旧期溶岩を喜界アカホヤ火山灰（6,330yBP）よ

り，下位としている．また，中期の溶岩を4500

～3000yBPとしている．

富士山南東麓の古富士火山の地表への分布は，

宝永赤岩のほかには，太郎坊下流域，日向山な

どに分布しているとされる（国土地理院, 2003）．
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図1．調査地域位置図．

図2．太郎坊付近の露頭位置図．
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しかしその多くは新富士火山の溶岩や砕屑岩が

分布している．新富士火山では，旧期の基底溶

岩として，三島溶岩が愛鷹山と箱根火山が作る

谷地形に南北に細長く分布し，その上位に裾野

溶岩など旧期溶岩が分布している．このような

溶岩類のほか，厚いテフラが堆積している．

３．調査地域周辺の地形および地質

本調査地域は宝永火口南東部に位置し，北側

には寄生火山である双子山（二ツ塚）があり，

西には幕岩がある（図2）．このため，宝永噴火で放出された宝永スコリアや双子山（二ツ塚）スコリ

アなど富士山の噴火で最も新しい噴火のスコリアが広く厚く堆積している．太郎坊御殿場登山口駐車

場付近の主に新富士火山のテフラからなる露頭では，現在は確認できないが，その下部に岩なだれ堆

積物や，Miyaji et al.（1992）や宮地（1996）によって，富士山南東麓に広く分布する新富士火山旧

期の基底溶岩である三島溶岩と対比される溶岩が分布する（図3）とされている．しかし，この三島

溶岩に関しては，異論もある（上杉・大下, 2003）．その三島溶岩は本地域南東の箱根火山と愛鷹火山

の境界の谷地形に分布しており，三島市～裾野市にかけて細長く分布しており，後述する三島市鮎壷

の滝では下位の愛鷹火山のローム層の上位に分布している。また他の場所でも愛鷹火山また箱根火山

のローム層が下位に観察され，新富士火山の溶岩は観察されない．上位には御殿場泥流堆積物が観察

される（山本2006a）．また，裾野市影ヶ島において，厚さ2 mほどのローム層を挟んで，その上位に

裾野溶岩Ⅰが観察されている．裾野溶岩Ⅰは，暗灰色を呈し，厚さ数mのクリンカー部を持ち，中心

部は柱状摂理が発達したアア溶岩で，直径5～7 mmのやや丸みを帯びた斜長石を30%前後含んでいる，

かんらん石玄武岩である（山本, 2006b）．

４．太郎坊の溶岩の産状と岩石記載

太郎坊御殿場登山口には，三島溶岩と対比される溶岩がある．しかし三島溶岩の岩質や産状の詳細

はあまり記載されていないため，津屋（1968）によって三島溶岩が広く分布することが示されている

本調査地域南東の裾野市，三島市，沼津市（図1）から，その代表地として三島市と沼津市の境界に

ある鮎壷の滝の三島溶岩についても記載する．

５．太郎坊付近の溶岩

御殿場登山口の第一駐車場，西側には，小さな谷が形成されており，新富士火山のテフラの露頭と

して有名である．この露頭の最下部に溶岩が観察されたが分布は小規模に限られている．以下に記載

する．

（1）太郎坊溶岩：宮地（1996）の三島溶岩を改名：本溶岩は，分布が小さいため，周囲の溶岩との

関係は記載することはできなかったが，クリンカーなどを伴っておらす，塊状を呈し，表面には縄状

図3．太郎坊露頭スケッチ（宮地1998による）
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構造が観察された．なお，現在（2008）は土砂に埋没しており観察不可能である．

本溶岩は，灰色を呈し，直径3 mm前後の気泡が発達したパホイホイ溶岩で，直径2～5 mm程度

の斜長石があるかんらん石普通輝石玄武岩である．斜長石は5%前後でやや汚濁のリムを持つが，比

較的清楚で長柱状のものが多く，長柱状方向にならんで集斑しているものもみられる．2 mm程度の

ものは長柱状自形を示し，清楚で比較的多い．肉眼的には白色で拍子木状として観察される．かんら

ん石は淡黄色で粒状自形を呈し，0.2～1 mm程度のものまで幅広くあり，自形～半自形で多量に存在

する．集斑状のものや，一部溶融したような形態のものまで含まれている．普通輝石は濃緑色を示し，

短柱状自形を呈し，サイズは3 mm程度である．石基は，0.5 mm程度の針状斜長石と0.2 mm程度の細

粒状輝石およびガラスからなり，インターサータル～インターグラニュラー組織を示す．

（2）鮎壷の滝（三島市内）の三島溶岩（津屋1968）：本溶岩は，厚さ50 cm～1 mほどの水平方向に

扁平した袋状の溶岩が幾重にも重なって，層厚5 mにおよぶパホイホイ溶岩である．本溶岩は，暗灰

色を呈し，直径7 mm前後の大型の気泡が発達した溶岩で，直径7 mm程度の斜長石が目立つかんらん

石玄武岩である．斜長石は，4%前後で，直径7 mm程度の清楚で，長柱状で細長いのもと直径3 mm

程度の清楚で長柱状のものが観察される．肉眼では，斜長石は細長く，比較的薄く，ぺらぺらとした

感じで無色透明から白色として観察され，岩石全体では，湿地にのこるコトリの足跡のように斜長石

が観察される．かんらん石は淡黄色で粒状自形を呈し，サイズは0.5 mm程度のものを主とする．鏡

下では，斜長石は，長柱状自形を呈し，途中でシャープに欠損しているもの多い．全体的にシャープ

な境界を持つものが多い．やや汚濁物のリムを持つものの清楚で，結晶境界は直線的で明確な結晶形

を示す．集斑は少なく，累帯構造を示すものもある．かんらん石は，自形～半自形を示し，0.5 mm

前後の大型のものが多い．石基は，1～0.5 mm程度の針状斜長石と0.2 mm程度の細粒状輝石およびガ

ラスからなり，ガラスがやや多くインターサータル～インターグラニュラー組織を示す．

６．岩石の化学分析

太郎坊御殿場登山口周辺に分布する溶岩について分析を行ったのでここに報告する．分析は山梨県

環境科学研究所のRIX3100を用いて行い，分析方法は高橋・周藤（1997）に従った．表1に水を除い

た値を示す．以下三島溶岩の分析値の報告がある津屋（1971），富樫ほか（1991），高橋ほか（2006）

と比較しながら議論する．なお，同じ溶岩でも分析値が若干異なることがある．

太郎坊溶岩は分化を表すFeO*/MgOは，2.1と富樫ほか（1991）が示す三島溶岩と同様な値示す．

その他の成分では富樫ほか（1991）が示す三島溶岩とは，FeO*，MnOが若干高く，Cr，Ni，Rbが若

干少ないがお互いの差異はすくない．

７．周辺の溶岩との対比および新称溶岩設定理由の詳細

御殿場登山口の太郎坊溶岩は，宮地（1998）によれば，その上位に鬼界アカホヤ火山灰（6,300yBP）

上位のRⅠやRⅡと言われるテフラを累重しており，この点は上杉・木下（2003）も同様な報告をし

ている．また，高橋（2006）は鬼界アカホヤ火山灰をこの溶岩の上位で発見している．これらから宮

地（1988）の定義に従えば，新富士火山旧期または，古富士火山の溶岩であることは層序的には明ら
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かである．しかし宮地（1988）は，この時期の溶岩と溶岩との間にテフラが少ないため，鬼界アカホ

ヤ火山灰層より下位のものをすべて新富士火山旧期の溶岩として，本地域周辺でも16の溶岩を示して

いる．これに対して，山本ほか（2003）は，これらの溶岩の層序関係を明らかにし，溶岩の産状や岩

石記載などを行っている．これらから，以下に比較検討する．

溶岩の産状においては，本溶岩は縄状構造の発達するパホイホイ溶岩である．これは，宮地（1996,

1998）によって対比されている新富士火山旧期の基底溶岩である三島溶岩も同様である．山本ほか

（2003）で，新富士火山旧期の溶岩で近隣でパホイホイ溶岩は，大渕溶岩と西臼塚溶岩，大宮溶岩，万

野原溶岩，安母山溶岩である．しかし，近年富士山南西麓で発見されている古富士火山の溶岩（山本

ほか, 2002, 2004）はすべてパホイホイ溶岩であり，この点では同様ある．

岩石学的特徴は宮地（1996, 1998）においては，詳細には示されていないが，上杉・大下（2003）

は，太郎坊溶岩に関して，クリンカー部が認められず，斜長石斑晶は最大5 mmで平均粒径は0.5 ～

1 mmであるとし，比較対照として三島溶岩は，「メダカ走り紋」（日当たりのよい水溜りにメダカが

群れているような状態）であるが，この溶岩には上記のような特徴がないと述べている．

今回の調査では，対比した鮎つぼの滝周辺（三島市）の三島溶岩の組織は斜長石が細長く，上杉・

表１．太郎坊溶岩および周辺の溶岩の主・微量成分値．三島溶岩の値は富樫ほか（1991）および津屋（1971）
によった．FeO*は全鉄量．
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大下（2003）が示す「メダカ走り紋」（筆者らは，湿地に小鳥がつけた足跡のようなので，とり足状

と呼んでいる）であるが，上杉・大下（2003）がいうように太郎坊溶岩はそのような組織を示してい

なかった．また，新富士火山旧期の基底溶岩である三島溶岩と決定的な違いは鉱物組み合わせである．

太郎坊溶岩が普通輝石かんらん石玄武岩であるのに対して，三島溶岩は，かんらん石玄武岩であり，

異なっている．また，上記の山本ほか（2003）が示す新富士火山旧期のパホイホイ溶岩のうち，鉱物

組み合わせが同様なのは，大渕溶岩，大宮溶岩，安母山溶岩である．しかし，大渕，大宮溶岩が麦飯

的であり，安母山溶岩の大型かんらん石を含むなどの特徴とは異なっている．

一方，津屋（1971）のいう古富士火山の溶岩の特徴は，粗粒な斜長石を含まず，比較的粗粒なかん

らん石を多量に含むというがこれとも太郎坊溶岩は異なっている．

岩石の化学分析では，富樫ほか（1991）の分化を表すFeO*/MgOが，新富士火山旧期溶岩初期の大

渕，三島溶岩など（10,000～13,000yBP）は，1.8～2.1と比較的小さく，未分化で，それに続く猿橋，

猪の頭Ⅱ溶岩など（10,000～8,000yBP）は2.4～2.8とより分化した溶岩であるとされている．太郎坊

溶岩は2.1と三島溶岩と同じで富樫ほか（1991）の旧期初期の範疇である．なお，山本ほか（2003）が

未公表だった大渕溶岩（HK，OB，SZ），大宮溶岩，万野原溶岩，安母山溶岩，西臼塚溶岩の主成分，

微量成分を比較のため，ここに公表するが，いずれも類似性が高い．三島溶岩と比べても他の主成分，

微量成分は三島溶岩とほぼ同様で，若干微量元素で異なった値が示された．つまり，化学成分的には

三島溶岩と差異は小さい．また，富樫ほか（1997）が示した古富士溶岩の値と異なっている．

以上のことから岩質は三島溶岩と異なっており，別の溶岩と考えられる．しかし層序，産状や化学

成分から，旧期の溶岩であり，三島溶岩と類似性を持っている溶岩であることも事実である．
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